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【背景】親世代の喫煙は次世代のアレルギー疾患や喘息のリスク因子とされており、特に肺
の形成と成熟が行われる胎児期から生後早期は影響を受けやすい時期と考えられる．近年、
子どもを持つ親世代の喫煙（小児の受動喫煙）の問題に加え、妊娠期の親の喫煙が次世代の
喘息発症に関連するという報告が増えている。しかし、妊娠前を含む周産期の喫煙と次世代
の喘息発症を検討した報告は少なく、禁煙によるリスク低減効果も明らかになっていない。
そこで本研究では、親世代の周産期の喫煙状況と児の喘息発症の関連を検討し、喘息発症の
感受性の極期を明らかにすることを目的とした。 
【方法】対象は札幌市及び石狩市の計17の保育所に通う乳幼児（生後半年～6歳）とした。
同意が得られた保護者による自己記入式アンケートを行い、API及びPIAMAのリスク項目を
参考に児の性別、喘息の有無、両親の喘息の有無、両親の喫煙歴、児のウイルス罹患状況、
母の葉酸摂取状況等を調査した。統計手法はロジスティック回帰分析を行い、有意水準は5%
とした。 
【結果】2014年4月から2015年3月の期間中、依頼をした1371人に対し591人（回答率43.0%）
の回答を得た。児の喘息は92人（罹患率15.6%）であった。妊娠前に喫煙していた母は170
人(29.4%)で、そのうち妊娠を期に禁煙をした者は138人（81%）、出産後に喫煙を再開した
者は44人(25%)であった。喘息リスク因子で補正を行った多変量解析では、妊娠前の喫煙は
独立した喘息リスク因子（OR 3.41, 95%CI：2.20, 5.27) であったが、妊娠後に禁煙した群で
も喘息発症リスク（OR 3.10, 95%CI：2.05, 4.67）の減少は見られなかった。また、葉酸サプ
リメントの摂取により喫煙による喘息発症リスクは変動しなかった。父の喫煙については、
喘息罹患率は非喫煙群で12.8％なのに対し、喫煙群で17.5％と喘息が増加する傾向が見られ
たが、有意な差ではなかった。 
【考察・結論】妊娠前の母親の喫煙は重要な喘息発症因子であり、妊娠発覚後の禁煙でもリ
スク低減効果が期待できない可能性が示唆された。現在、各種ガイドラインでは妊娠後早期
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の禁煙指導が推奨されているが、本研究の結果からは妊娠前からの禁煙指導が必要と考えら
れる。次世代の健康のために学際的な連携と行政、マスコミ等との協調が望まれる。 
 
 
